研究ノート　初年次教育におけるビブリオバトルの手法による取り組みと課題２－「図書紹介バトル」・「図書ポスター展」実践報告とアンケート分析－ by 湯浅 千映子









The purpose of this dissertation is to clarify whether it is possible to conduct book review games and book poster exhibitions in cooperation with 
university libraries and regional libraries when teaching university students their first year experiences. In this paper， we mainly report the 
following contents: (1) Detailed contents of social book review games (2) Detailed contents of book poster exhibitions (3) Analysis of 
questionnaires answered by participants of book review games and book poster exhibitions As a result， it was confirmed that it was effective 
for students to utilize the "Bibliobattle" method presentation in learning their first year of experience at college. 
 









































































































































































































































































































































●個人発表 4 名 
・学生 A 『侍メジャーリーガー列伝イチロー』（本郷陽二） 
・学生 B 『JAL123 便墜落事故』（杉江弘） 
・学生 C 『ガラスの天使』（スーザン･ヒル） 
・学生 D 『世界がもし 100 人の村だったら』（池田香代子） 
●グループ発表 3 組 















がもし 100 人の村だったら』） 
・日本の焼肉と中国の焼肉のちがいは何か？（『世界の食

























 「大きな会場で 5 分間も発表をするのは苦手だな，で 

































































































































































写真‐２ 「図書ポスター展」最優秀図書ポスタ （ーBusiness 
English and Communication Sixth Edition (H) by Marie 
M. Stewart， Kenneth Zimmer， & Lyn R. Clark） 






































回答は，「a  はい b まあまあ c どちらとも言

















はい 14 名 まあまあ 12 名 どちらとも言えない 2 名 
あまり １名 まったく 0 名 平均 3.34 
1.[質問] 「図書紹介バトル」や「図書ポスター展」で参加者の
発表を聞くことができて，楽しかったですか。 
はい 13 名 まあまあ 11 名 どちらとも言えない 4 名 
あまり 1 名 まったく 0 名 平均 3.24 
3.[質問] 図書紹介バトルに参加して，発表者が紹介した本を
読みたいと思いましたか。 
はい  9 名 まあまあ 15 名 どちらとも言えない 4 名 
あまり 1 名 まったく 0 名 平均 3.1 
2. [質問] 図書紹介バトルで参加者の発表を判定する（投票す
る）ことができて，楽しかったですか。 
はい  8 名 まあまあ 16 名 どちらとも言えない 5 名 
あまり 0 名 まったく 0 名 平均 3.1 
4.[質問]（中略）図書館に行きたいと思いましたか。 
はい  9 名 まあまあ 15 名 どちらとも言えない 3 名 











































































































はい  5 名 まあまあ 2 名 どちらとも言えない 1 名 
あまり 0 名 まったく 0 名 平均 3.5  
16.[質問] 発表する時に必要とされる言葉遣い（中略）を意識
して話しましたか。 
はい  3 名 まあまあ 2 名 どちらとも言えない 2 名 
あまり 2 名 まったく 1 名 平均 3.0 
14.[質問] 発表を聴いた人に自分が発表した本に対する気持
ち・考えが伝わったと思いますか。 
はい  1 名 まあまあ 6 名 どちらとも言えない 1 名 
あまり 0 名 まったく 0 名 平均 3.0  
11.[質問]（中略）発表の時，あなた自身は，チームの中での自
分の役割を果たすことができましたか。 
はい  2 名 まあまあ 3 名  どちらとも言えない 3 名 
あまり 0 名 まったく 0 名 平均 2.875 
13.[質問] 発表を聴いた人に自分が発表した本の内容が伝わ
ったと思いますか。  
はい  1 名 まあまあ 5 名 どちらとも言えない 2 名 




















はい  0 名 まあまあ 2 名 どちらとも言えない 2 名 
あまり 1 名 まったく 2 名 平均 1.375 
17.[質問] 発表する時の姿勢や態度はどうでしたか。（中略） 
はい  0 名 まあまあ 3 名 どちらとも言えない 1 名 
あまり 1 名 まったく 3 名 平均 1.5 
7.[質問] 大勢の人の前で話すことが得意になりましたか。 
はい  1 名 まあまあ 0 名 どちらとも言えない 4 名 
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